
〈近
き ん

世
せ い

〉

そして江
え

戸
ど

時
じ

代
だ い

、
住

す み

吉
よ し

は栄
さ か

える
　太

たい

平
へい

の江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

になると、住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

を中
ちゅう

心
しん

とした観
かん

光
こう

地
ち

として人
ひと

々
びと

が
住
すみ

吉
よし

を訪
おとず

れ、また、南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

や戦
せん

国
ごく

時
じ

代
だい

の戦
せん

争
そう

絵
え

巻
まき

の舞
ぶ

台
たい

として語
かた

られる
ことで、一

いっ

層
そう

、旅
たび

人
びと

の足
あし

を留
と

める場
ば

所
しょ

になります。観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

としての住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

周
しゅう

辺
へん

と熊
くま

野
の

街
かい

道
どう

、紀
き

州
しゅう

街
かい

道
どう

沿
ぞ

いには人
ひと

々
びと

の往
おう

来
らい

が絶
た

えませんで
した。
　江

え

戸
ど

時
じ

代
だい

の観
かん

光
こう

ガイドである『摂
せっ

津
つ

名
めい

所
しょ

図
ず

会
え

』には当
とう

時
じ

の住
すみ

吉
よし

の観
かん

光
こう

地
ち

が描
えが

かれています。

角
かく

鳥
どり

居
い

と呼
よ

ばれ
る住
すみ

吉
よし

鳥
とり

居
い

、四
し

角
かく

柱
ちゅう

の柱
はしら

は大
たい

変
へん

珍
めずら

しい

住
すみ

吉
よし

区
く

ゆかりのキャラクター 11

住
すみ

吉
よし

詣
もう

での人
ひと

々
びと
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住
之
江
区

住吉駅南
海
電
鉄
本
線

住
吉
大
社
駅

住
吉
公
園
駅 住

吉
鳥
居
前
駅

阪
堺
電
軌
阪
堺
線

紀
州
街
道

大海神社
住吉大社
吉祥殿

住吉文華館

NTT

住吉公園

阪
堺

電
軌上
町線

0 150m

太鼓橋

住吉鳥居
第三本宮

第四本宮

第二本宮

第一本宮

熊
野
街
道

楠　社

文
ぶん

化
か

7（1810）年
ねん

に造
つく

られた御
ご

本
ほん

殿
でん

。第
だい

一
いち

本
ほん

宮
ぐう

から第
だい

四
よん

本
ほん

宮
ぐう

まである

「住
すみ

よし反
そり

橋
ばし

」
（長

は

谷
せ

川
がわ

貞
さだ

信
のぶ

 画
が

／大
おお

阪
さか

城
じょう

天
てん

守
しゅ

閣
かく

 蔵
ぞう

）

住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

の太
たい

鼓
こ

橋
ばし

。橋
はし

のかかる池
いけ

はかつては海
うみ

につながっていた

住
すみ

吉
よし

大
たい

社
しゃ

の境
けい

内
だい

図
ず
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